
平成３１年度 福井市越廼中学校スクールプラン

＜業務改善のための取組＞
・職員会議のペーパレス化の継続 ・「行事予定」のデータを「学校日誌」や「本日の予定」
（職員室のテレビに投影）に活用の継続 ・年休の７日以上の取得 ・２０時までに退勤

【研究主題】
「主体的に取り組み、豊かに表現できる生徒の育成」

～ 批判的思考を用いて、学びの深化へ導く ～

【学校教育目標】
知･徳･体の調和のとれた力を育み、地域を愛する生徒の育成

【めざす生徒像】
◆目標を持って学び続ける生徒
◆誰とでも仲良くできる生徒
◆何事にも耐えることができる生徒
◆地域を知り、地域のための活動に積極的に参加する生徒

確かな学力の育成

○ 基礎・基本の確実な定着
◎ 批判的思考による学びの深化

豊かな心･健やかな体の育成

○ 認め･高め合える学級･学校づくり
◎ 夢や目標に向かって、頑張ってい
ることがある生徒の育成

地域と連携し「越廼PR」を推進
◎ 社会に開かれた教育課程を作成
し、地域や学校に誇りを持つ生
徒の育成

○ ふるさと学習の充実

協働し成長する教師

◎ 現職教育の充実
○ 課題や問い、思考法の工夫
○ 園小中連携の充実

福井市学校教育目標
「郷土福井に誇りを持ち、
たくましく生きる子どもの育成」

福井市学校教育方針
地域に根ざす「学びの一貫性」

越廼中学校区教育テーマ
「地域に誇りを持ち、
世界にたくましくはばたく
越廼っ子の育成」

教師･家庭･地域の願い

学習や運動をがんばる子

地域を愛し次代を担う子

生徒の実態

・明るく、素直、前向き

・地域活動や学習課題に

対してまじめに取り組む

・人前で堂々と発表や質

問ができるようになった

・他者の発言や文章、作

品等に対して、改善向上

するために意見や思いを

伝えることに課題がある

具体的な取り組み
・つけたい力を明確にし、「振り返
り」で学びの変容を自覚させる

・批判的思考を用い、学びを深める
・個に応じた指導を充実させる
・NIE教育を推進する

具体的な取り組み
・互いの個性を認め合う学級づくり
・感謝の言葉が聞かれる学校づくり
・夢や目標に向かって努力するプロセ
スにおける支援の充実

・情報モラル教育の実施

数値目標
・道徳等で感謝について考え、「ありがとう」
を伝え合い、挨拶をし合う 生･教ア９割

・新聞や本を週に２時間は読む 生ア８割
・夢や頑張っていることがあり、苦手なこ
とにも挑戦している 保･生･教ア７割

・ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの作成と振り返りを行う 年2回
・生徒の悩みに寄り添い支援する生ア８割
・ネットトラブルやいじめ ゼロ又は解消
・福井東特別支援学校との交流 １回以上
・目標を持って部活動に参加する生ア８割

具体的な取り組み
・「越廼PR」と教科学習を関係づけ
た「新越廼プラン」の更新

・便り等の発行と学校公開
・地域行事への積極的な参画と参加

数値目標
・越廼PRを通して越廼地区の向上に協
力することができる 生･教ア８割

・越廼PRを通して社会参画の必要性を
感じ、意欲を持つことができる

生ア８割
・地域行事「越廼PR」と教科学習を関
係づけたカリキュラムを更新する

・町おこし新聞を発行する月１回発行
・地域行事に参加する 生ア８割
・越廼サミットを開催する 年１回

数値目標
・研究主題や個人研究テーマについて
組織で学び合い、実践に生かす

教ア「振り返り」９割
・中学校区教育の努力事項と評価指標
を意識して実践している 教ア８割

・３校合同での交流活動や授業研究を
行う 各年１回以上

・遠隔授業システムを活用した活動を
行う 年１回以上

・NIE教育研修に全員参加年１回以上

具体的な取組
・全国学調等を全員で分析し、ﾘｰﾌ
ﾚｯﾄによる広報と授業改善に活用

・現職教育の充実と個人研究テー
マへのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ会の実施

・中学校区、へき地複式校の交流
と連携

数値目標
・ドリルコンテストの実施 合格９割
・生徒が授業の目標を知っていて、振り
返りの中で学びの変容を自覚している

生ア「振り返り」７割
・課題の工夫により、生徒が意欲を持ち、
主体的に学んでいる 生･教ア８割

・批判的思考を用い、学びを深める場が
設定されている 生･教ア７割

・年１回の研究授業を実施する教ア10割
・ICTや新聞を授業で活用する教ア10割


